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国
政
ニ
ュ
ー
ス

◎
定
款
変
更
を
済
ま
せ
た
法
人
４
割
強

　
　
社
福
法
改
正
の
準
備
進
捗
調
査
結
果

２
月
６
日
、
公
表
さ
れ
た
厚
労
省
の
「
社

会
福
祉
法
改
正
施
行
に
向
け
た
社
会
福
祉
法
人

の
準
備
進
捗
等
調
査
」（
今
年
１
月
20
日
時
点
）

に
よ
る
と
、
全
国
２
０
２
６
２
法
人
の
う
ち
定

款
変
更
が
未
申
請
の
法
人
は
８
１
６
３
法
人

（
40
・
3
％
）、
申
請
中
５
９
６
６
法
人
（
29
・

4
％
）、認
可
済
６
１
１
８（
30
・
2
%
）だ
っ
た
。

◎
「
混
合
介
護
」
の
意
見
は
平
行
線

規
制
改
革
推
進
委
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

２
月
21
日
、
政
府
の
規
制
改
革
推
進
会
議

で「
混
合
介
護
」の
弾
力
化
を
め
ぐ
る
公
開
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
委
員
側
か
ら
弾

力
化
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
を
求
め
る
意
見

が
出
た
が
、
厚
労
省
は
「
利
用
者
負
担
が
増
え

る
」
と
慎
重
な
姿
勢
を
示
し
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
「
持
ち
帰
っ
て
協
議
す
る
」
と
答
え
た
。

推
進
事
業
合
同
会
議

推
進
協
は
3
月
3
日
に
東
京
都
港
区
の
Ａ
Ｐ

品
川
で
、
平
成
28
年
度
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
推
進

事
業
合
同
会
議
を
開
催
し
た
。

出
席
者
は
井
手
明
利
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
事

業
推
進
室
室
長 

（
望
洋
の
郷
施
設
長
）、
赤
枝
眞

紀
子
事
務
局
長
（
し
ょ
う
じ
ゅ
の
里
三
保
施
設

長
）、
日
本
社
会
事
業
大
学
名
誉
教
授
の
児
玉
桂

子
氏
、
メ
イ
ア
イ
ヘ
ル
プ
ユ
ー
理
事
・
事
務
局
長

の
鳥
海
房
枝
氏
、日
本
看
護
協
会
の
堀
川
尚
子
氏
、

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
厚
労
省
高
齢
者
支
援
課
の

八
田
睦
美
専
門
官
、
神
奈
川
県
保
健
福
祉
局
福
祉

部
高
齢
福
祉
課
の
宗
像
洋
明
副
主
幹
と
瀬
尾
直
人

主
事
、
事
務
局
４
名
。

今
後
の
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
に
つ
い
て

合
同
会
議
で
は
、
ま
ず
厚
労
省
老
健
局
高
齢

者
支
援
課
の
八
田
睦
美
老
人
介
護
専
門
官
が
「
今

後
の
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
に
つ
い
て
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
25
年
度
か
ら
老
健
事
業
の
一
環
と
し

て
検
討
し
て
い
る
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
の
状
況
に

つ
い
て
説
明
し
た
。

八
田
専
門
官
は
「
25
年
度
は
今
後
10
年
の
ユ

ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
あ
り
方
を
念
頭
に
置
き
、
望
ま
れ

る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
仕
組
み
を
検
討
、
26

年
度
は
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
ユ
ニ
ッ

ト
ケ
ア
研
修
の
効
果
的
な
あ
り
方
に
つ
い
て
、
27

年
度
は
新
た
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
基
づ
く
ユ
ニ
ッ

ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
の
実
現
に
向
け
た
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
内
容
等
の
検
討
を
行
っ
て
き
た
。
今
年
度
は
ユ

ニ
ッ
ト
ケ
ア
施
設
管
理
者
研
修
の
新
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
検
討
中
で
、
4
月
以
降
に
詳
細
を
公
開
す
る

予
定
だ
」
と
話
し
た
。

審
議
事
項

そ
の
後
、
各
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
た
。
審

議
内
容
と
結
果
は
以
下
の
と
お
り
。

【
第
１
号
議
案
】
平
成
28
年
度
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー

ダ
ー
研
修
実
地
研
修
施
設
選
定
調
査
合
否
に
つ
い

て　
千
葉
県
市
川
市
の
「
い
ち
か
わ
翔
裕
園
」
が

合
格
基
準
の
70
点
を
上
回
り
、
合
格
と
し
た
。

【
第
2
号
議
案
】
平
成
29
年
度
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア

研
修
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て　
承
認
。

【
第
3
号
議
案
】「
認
知
症
の
理
解
と
権
利
擁

護
」
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
変
更
に
つ
い
て　
認
知
症
に

関
す
る
基
本
的
な
知
識
を
習
得
済
み
の
受
講
者
が

増
え
て
い
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
ユ
ニ
ッ

ト
リ
ー
ダ
ー
と
施
設
管
理
者
で
は
学
ぶ
べ
き
内
容

が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
変
更
を

行
う
こ
と
を
承
認
。

【
第
4
号
議
案
】
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
実

地
研
修
施
設
選
定
調
査
申
請
書
類
の
取
扱
い
に
つ

（１）
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　1 面　これからの時代にふさわしい研修を
　   　　介護保険法等改正案の審議始まる
　   　　社福法改正施行でＱ＆Ａ
　   　　国政ニュース、こちら傍聴席
　2 面　28 年度ユニットケア研修終了
　   　　認知症介護実践者研修・修了式
　   　　支部便り【千葉・静岡】
　3 面　施設紹介 【ﾆｭｰﾊﾞｰﾄﾞ獅子ヶ谷】神奈川県
　   　　取組紹介【シンシアゆうわ】山口県
　   　　取組紹介【橘の丘】長崎県
　   　　ｺﾗﾑ【生活の質の保証とﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ】
　4 面　介護ニュース・ダイジェスト
　　　   ズバリ回答！人事・労務のお悩み
　   　　コラム【介護と他職種のｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝ】
　   　　用語解説【国家戦略特区、地域共生社会】

ウ
の
目
タ
カ
の
目

こ
ち
ら
傍
聴
席

◎
４
５
０
時
間
の
壁

　
全
国
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
推
進
協
議
会（
推
進
協
、赤
枝
雄
一
会
長
）は
3
月
3
日
、

東
京
都
内
で
、
平
成
28
年
度
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
推
進
事
業
合
同
会
議
を
開
催
し
た
。

厚
労
省
高
齢
者
支
援
課
の
八
田
睦
美
老
人
介
護
専
門
官
が
「
今
後
の
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研

修
に
つ
い
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
25
年
度
か
ら
老
健
事
業
の
一
環
と
し
て
検
討
し
て
い

る
〝
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
の
あ
り
方
〟
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
そ
の
後
、
29
年

度
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
５
つ
の
議
案
を
承
認
し
た
。
ま
た
、
事
務

局
が
28
年
度
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
受
講
状
況
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク
取
得
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
研
修
を

厚
労
省  

管
理
者
研
修 

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム 

公
開
へ

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
推
進
事
業
合
同
会
議
開
く

○
…
「
介
護
福
祉
士
国
家
試
験
の
申
込
者

が
ほ
ぼ
半
減
し
た
問
題
が
国
会
で
も
論
議
さ
れ

る
よ
う
だ
ね
」
と
ベ
テ
ラ
ン
記
者
が
口
火
を

切
っ
た
。「
民
進
党
議
員
が
質
問
主
意
書
を
提

出
し
ま
し
た
。
衆
院
厚
生
労
働
委
員
会
が
論
戦

の
舞
台
に
な
り
そ
う
で
す
」
と
若
手
の
政
治
部

記
者
が
答
え
た
。

○
…
今
年
１
月
下
旬
に
実
施
さ
れ
た
試

験
の
申
込
者
が
昨
年
の
約
16
万
人
か
ら
約

７
万
９
千
人
に
激
減
。
マ
ス
コ
ミ
は
「
３
年
間

の
実
務
経
験
ル
ー
ト
に
４
５
０
時
間
の
実
務
者

研
修
の
修
了
が
受
験
資
格
に
義
務
付
け
ら
れ
た

た
め
だ
」
と
報
じ
た
。
民
進
党
は
見
直
し
を
検

討
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
と
い
う
。

○
…
「
政
府
は
介
護
の
質
を
高
め
る
に
は

医
療
的
ケ
ア
な
ど
の
研
修
が
欠
か
せ
な
い
と

突
っ
ぱ
ね
る
方
針
で
す
」
と
政
治
部
記
者
。
す

る
と
、
社
会
部
記
者
が
「
働
き
な
が
ら
研
修
を

受
け
る
こ
と
が
本
人
や
事
業
者
に
重
い
負
担
に

な
っ
て
い
る
の
か
、
分
か
っ
て
い
な
い
」
と
現

状
認
識
と
支
援
の
必
要
性
を
訴
え
た
。（
楢
）

い
て　
申
請
書
類
は
選
定
調
査
終
了
後
、
1
年
間

施
錠
保
管
し
、
1
年
経
過
後
に
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
廃

棄
ま
た
は
溶
解
処
理
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

【
第
５
号
議
案
】
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
実

地
研
修
施
設
選
定
調
査
員
服
務
規
程
（
案
）
に
つ

い
て　
申
請
施
設
の
個
人
情
報
や
機
密
情
報
保
護

の
観
点
お
よ
び
外
部
か
ら
の
信
用
を
考
慮
し
て
、

新
た
に
策
定
す
る
服
務
規
程
を
承
認
し
、
理
事
会

に
上
程
す
る
。

報
告
事
項

【
報
告
事
項
１
】
平
成
28
年
度
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア

研
修
受
講
状
況
に
つ
い
て　
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー

研
修
を
10
会
場
で
開
催
し
５
３
４
名
が
受
講
、
ユ

ニ
ッ
ト
ケ
ア
施
設
管
理
者
研
修
を
3
会
場
で
開
催

し
、
80
名
が
受
講
し
た
こ
と
を
報
告
し
た
。
＝
表

と
グ
ラ
フ
参
照
。

【
報
告
事
項
２
】
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク
取
得

に
つ
い
て　
推
進
協
で
は
、
今
年
度
よ
り
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
マ
ー
ク
（
Ｐ
マ
ー
ク
）
取
得
に
向
け
た
取

り
組
み
を
始
め
、
2
月
に
現
地
審
査
を
受
け
、
現

在
は
審
査
の
指
摘
事
項
へ
の
改
善
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
改
善
報
告
書
を
Ｊ
Ｉ
Ｐ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
（
日
本
情

報
経
済
社
会
推
進
協
会
）
に
提
出
し
、
審
査
会
を

経
て
Ｐ
マ
ー
ク
を
取
得

す
る
。
29
年
度
前
半
に
は

取
得
が
で
き
る
予
定
で

あ
る
こ
と
を
報
告
し
た
。

今後のユニットケア研修について意見を述べる各委員

介
護
保
険
法
等
改
正
案
の
審
議
始
ま
る

３
割
負
担
や
介
護
報
酬
割
が
争
点

２
月
７
日
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
た

め
の
介
護
保
険
法
等
の
一
部
改
正
案
が
国
会
に
詠

出
さ
れ
、
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
で
審
議
が
始

ま
っ
た
。
民
進
党
な
ど
野
党
は
３
割
負
担
に
強
く

反
対
し
て
お
り
、
争
点
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

介
護
保
険
法
一
部
改
正
案
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
通

り=

４
面
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参
照
。

【
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
・
推
進
】

▽
介
護
デ
ー
タ
を
分
析
し
て
目
標
を
記
し
た
介
護

保
険
事
業
計
画
を
策
定
▽
財
政
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
を
付
与
▽
介
護
療
養
病
床
の
転
換
先
と
な
る

「
介
護
医
療
院
」
の
創
設
な
ど
▽
介
護
保
険
と
障

害
者
総
合
支
援
法
の
連
携
の
た
め
「
共
生
型
サ
ー

ビ
ス
」
を
創
設
。

【
介
護
保
険
制
度
の
持
続
可
能
性
の
確
保
】

▽
２
割
負
担
者
の
う
ち
現
役
並
み
所
得
者
は

３
割
負
担
と
す
る
▽
介
護
納
付
金
を「
総
報
酬
制
」

に
移
行
す
る
。

【
施
行
期
日
な
ど
】

原
則
平
成
30
年
４
月
１
日
施
行
。
公
布
後
３

年
を
め
ど
に
必
要
に
応
じ
て
所
要
の
措
置
を
講
ず

る
。社

福
法
改
正
施
行
で
Ｑ
＆
Ａ

２
月
６
日
、
社
会
福
祉
法
改
正
の
本
格
施
行

を
前
に
、
厚
労
省
は
「
施
行
に
向
け
た
留
意
事
項

に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
」（
評
議
員
、
役
員
、
会
計
監

査
人
、
報
酬
な
ど
）
を
改
訂
し
、
都
道
府
県
な
ど

の
地
方
自
治
体
に
通
知
し
た
。
ま
た
同
月
13
日
、

「
社
会
福
祉
充
実
計
画
の
承
認
等
に
関
す
る
Ｑ
＆

Ａ
（
V
o
l
・
１
）」（
社
会
福
祉
充
実
残
額
の
算

定
、
地
域
協
議
会
な
ど
）
を
通
知
し
た
。

実務者研修
４５０時間

ユニットリーダー
研修受講者数

開催地 受講者数

第1期（東京） 38

第1期（横浜） 30

第1期（大阪） 26

第1期（福岡） 45

第2期（沖縄） 24

第2期（東京） 83

第2期（静岡） 79

第3期（東京） 95

第3期（福岡） 58

第3期（名古屋） 56

合計 534

ユニットケア施設
管理者研修受講者数

開催地 受講者数

第1回（東京） 34

第2回（福岡） 20

第3回（東京） 26

合計 80

34
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平成28年度ユニットケア施設管理者研修受講者数

139
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第1期 第2期 第3期

平成28年度ユニットリーダー研修受講者数

推進事業合同会議　老高発０４２２第１号「平

成 27 年度以降の『ユニットケア施設管理者研修』及
び『ユニットリーダー研修』の実施について」で規
程されているユニットケア施設管理者研修運営委員
会、ユニットリーダー研修運営委員会、実地研修施
設選定委員会の３委員会合同による会議。
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千
葉
支
部
（
濱
野
直
紀
支
部
長
）
は
、
２
月
17
日
、
千
葉
市
に
あ
る
ホ
テ

ル
ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ち
ば
で
、
平
成
28
年
度
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
を
開
催
し
、

31
施
設
99
名
が
参
加
し
た
。

推
進
協
研
修
委
員
の
鳥
澤
清
人
氏
（
兼
愛
会
、
統
括
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
担
当
）
が
〝
目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
『
生
活
リ
ハ
ビ
リ
』
促
進
セ
ミ
ナ
ー
〟
と

い
う
テ
ー
マ
で
介
護
と
リ
ハ
ビ
リ
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
講
義
し

た
。
介
護
現
場
で
即
実
践
で
き
る
介
助
方
法
や
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
等
の
実
技

を
交
え
て
解
説
し
た
。
ま
た
、
福
祉
用
具
店
等
の
協
賛
に
よ
る
最
新
の
介
護

用
品
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
参
加
者
に
体
験
し
て
い
た
だ
い
た
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
リ
ハ
ビ
リ
の
視
点
か
ら
介
護
を
学
ぶ
と
い
う
〝
目

か
ら
ウ
ロ
コ
〟
の
大
変
有
意
義
な
も
の
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
（
千
葉
支
部
研
修
委
員
、
さ
つ
ま
の
里
・ 

梅
本
実
祐
希
）

静
岡
支
部
（
花
木
君
子
支
部
長
）
は
静
岡
県
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型

施
設
連
絡
会
と
共
催
で
、
２
月
16
日
、
静
岡
市
の
県
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
あ
ざ
れ
あ
で
、「
リ
ー
ダ
ー
力
向
上
研
修
会
」
を
開

催
し
、
51
施
設
88
名
が
参
加
し
た
。

連
絡
会
会
長
の
増
田
公
基
氏
（
浜
松
中
央
長
上
苑
施
設
長
）
の

挨
拶
で
幕
を
開
け
、
本
田
新
也
氏
（
株
式
会
社
ビ
ジ
テ
ラ
ス
代
表

取
締
役
）
が
進
行
役
を
務
め
た
。

今
回
の
研
修
は
、
グ
ル
ー
プ
で
ゲ
ー
ム
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
ど
の
よ

う
に
す
れ
ば
相
手
に
伝
わ
る
の
か
、
伝
わ
り
や
す
い
の
か
、
伝
わ
ら
な
い

原
因
は
何
だ
っ
た
の
か
な
ど
を
体
験
し
て
習
得
す
る
内
容
だ
っ
た
。

ま
た
、
研
修
会
後
に
開
催
し
た
参
加
者
交
流
会
は
、
施
設
や
立
場
を
超

え
て
情
報
交
換
が
で
き
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

（
静
岡
県
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
連
絡
会
事
務
局 

、 レ
ジ
デ
ン
ス
花 

・
林
肇
裕
）

受
講
者
か
ら
は
「
問
題
点
を
出
し
合
い
、
職

員
同
士
で
情
報
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
意
識

統
一
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
の
チ
ー
ム

ケ
ア
に
繋
げ
て
い
き
た
い
」「
自
施
設
で
参
考

に
し
た
い
と
思
え
る
他
施
設
の
取
り
組
み
を
知

る
こ
と
が
で
き
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ

た
。発

表
後
、
赤
枝
眞
紀
子
事
務
局
長
（
し
ょ
う

じ
ゅ
の
里
三
保
・
施
設
長
）
が
修
了
証
書
を
授

与
し
た
。

講
師
を
勤
め
た
秋
津
克
巳
氏
（
し
ょ
う
じ
ゅ

の
里
鶴
見
・
施
設
長
）
が
「
こ
の
研
修
で
得
ら

れ
た
知
識
や
技
術
を
深
め
、
介
護
の
質
の
更
な

る
向
上
を
目
指
し
、
益
々
の
活
躍
を
期
待
し
て

い
る
」
と
話
し
た
。

第
３
回
管
理
者
研
修

推
進
協
は
28
年
度
最
後
の
第
３
回
ユ
ニ
ッ
ト

ケ
ア
施
設
管
理
者
研
修
を
2
月
15
～
17
日
の
3

日
間
に
わ
た
り
、
東
京
都
大
田
区
の
羽
田
タ
ー

ト
ル
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
26
名
が
受
講
し
た
。

講
師
は
、
井
手
明
利
氏
（
望
洋
の
郷
・
施
設

長
）、
秋
津
克
巳
氏
（
し
ょ
う
じ
ゅ
の
里
鶴
見
・

施
設
長
）、
鈴
木
み
な
子
氏
（
ケ
ア
と
環
境
研

究
会
・
研
究
員
）
の
3
名
。

施
設
の
良
し
悪
し
は
管
理
者
次
第

井
手
氏
は
「
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
理
念
と
意

義
」「
高
齢
者
と
そ
の
生
活
」「
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア

施
設
に
お
け
る
体
制
の
整
備
」「
ユ
ニ
ッ
ト
ケ

ア
導
入
・
運
営
計
画
演
習
」
を
講
義
し
た
。

井
手
氏
は
「
こ
の
研
修
を
通
し
て
、
ど
う

し
た
ら
入
居
者
の
生
活
意
欲
を
引
き
出
せ
る

か
、
普
通
の
暮
ら
し
を
し
て
い
た
だ
け
る
か
を

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
施
設
を
良
く
す
る
の

も
悪
く
す
る
の
も
管
理
者
次
第
。
施
設
に
入
居

者
や
職
員
が
来
る
か
来
な
い
か
、
管
理
者
の
考

え
方
一
つ
で
決
ま
っ
て
く
る
」
と
管
理
者
と
し

て
の
責
務
に
つ
い
て
話
し
た
。

ま
た
「
良
い
ケ
ア
を
す
る
に
は
、
職
員
と

入
居
者
の
関
係
性
が
良
く
な
い
と
で
き
な
い
。

そ
の
前
に
管
理
者
と
職
員
の
関
係
性
が
良
く
な

い
と
い
け
な
い
」
と
語
っ
た
。「
風
通
し
の
良

い
施
設
を
つ
く
る
に
は
、
ま
ず
管
理
者
自
身
が

職
員
と
の
良
好
な
関
係
性
を
構
築
す
る
こ
と
が

先
決
だ
」
と
述
べ
た
。

入
居
者
の
尊
厳
を
支
え
る
ケ
ア
で
は
「
ま
ず
、

管
理
者
が
ど
う
い
う
施
設
を
作
り
た
い
か
、
理

念
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
し
っ
か
り
と
示
す
こ
と
が
大

切
。
そ
し
て
入
居
者
自
身
が
自
己
選
択
、
自
己

決
定
す
る
場
面
を
作
り
出
す
工
夫
を
し
た
り
、

介
護
度
が
高
く
て
意
思
表
示
が
難
し
い
方
に
対

し
て
も
、
い
か
に
そ
の
人
ら
し
さ
を
実
現
す
る

ケ
ア
が
で
き
る
か
、三
大
介
護
（
身
体
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
う
ち
、
食
事
介
助
、
入
浴
介
助
、
排
泄

介
助
の
こ
と
）
以
外
に
ど
の
よ
う
な
支
援
が
で

き
る
か
考
え
て
行
動
で
き
る
職
員
を
育
て
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
」
と
語
っ
た
。

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
権
利
を
考
え
て

「
認
知
症
の
理
解
と
権
利
擁
護
」
を
担
当
し

た
秋
津
氏
は
、
前
半
で
認
知
症
の
ケ
ア
の
歴
史

や
中
核
症
状
、
認
知
症
の
人
の
心
理
と
周
辺
症

状
、
今
後
の
認
知
症
施
策
の
方
向
性
な
ど
に
つ

い
て
説
明
し
た
。
後
半
で
、
権
利
擁
護
と
成
年

後
見
制
度
、
高
齢
者
虐
待
に
つ
い
て
話
し
た
。

そ
の
中
で
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

人
の
権
利
（
情
報
の
権
利
、
意
見
を
表
明
す
る

権
利
、
選
択
＝
同
意
＝
の
権
利
）
に
つ
い
て
説

明
し
た
。

「
皆
さ
ん
は
〝
ど
う
い
う
サ
ー
ビ
ス
を
し
て

ほ
し
い
で
す
か
〟
と
聞
い
て
い
ま
す
か
？
日
常

の
業
務
に
お
い
て
、
押
し
付
け
の
サ
ー
ビ
ス
を

し
て
い
な
い
か
振
り
返
っ
て
ほ
し
い
」
と
語
っ

た
。ま

た
、
セ
ン
サ
ー
マ
ッ
ト
の
使
用
に
つ
い
て

「
拘
束
と
捉
え
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
、
十

分
な
説
明
と
同
意
を
得
る
こ
と
が
重
要
で
す
」

と
述
べ
た
。
緊
急
や
む
を
得
な
い
場
合
の
対
応

で
あ
っ
て
も
、
例
え
ば
「
食
事
の
間
だ
け
、
安

全
ベ
ル
ト
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
」
な
ど
、
十
分

な
説
明
を
行
い
、
文
書
化
し
、
同
意
を
得
て
お

く
こ
と
が
大
切
だ
と
指
摘
し
た
。

認
知
症
実
践
者
研
修
・
修
了
式

推
進
協
は
2
月
21
日
、
し
ょ
う
じ
ゅ
の
里
鶴

見
（
横
浜
市
鶴
見
区
）
で
、
28
年
度
認
知
症
介

護
実
践
者
研
修
の
報
告
会
及
び
修
了
式
を
開
催

し
た
。
受
講
者
は
5
日
間
の
座
学
と
自
施
設
で

の
4
週
間
の
実
習
を
終
え
た
８
名
。

受
講
者
は
、
自
ら
掲
げ
た
具
体
的
な
課
題
に

向
け
取
り
組
ん
だ
結
果
に
つ
い
て
、
報
告
書
を

元
に
発
表
し
た
。
そ
の
後
、
質
問
や
感
想
を
出

し
合
い
、
他
の
受
講
生
と
実
習
結
果
を
共
有
し

た
。

（２）

生
活
の
質
の
保
障
と

　  

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

実践結果を発表する受講生

秋津氏

鳥澤氏（１列目中央）と
千葉支部の皆様

実技指導をする鳥澤氏

フラフープで遊んでいるように
見 え ま す が、 非 常 に 奥 の 深 い
ゲームです

「伝え方」の魔法を
伝授する本田氏

修了証書授与式

井手氏と 26 名の受講者

支
部
便
り

千
葉
支
部

静
岡
支
部

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
を
開
催

リ
ー
ダ
ー
力
向
上
研
修
会
を
開
催

～
伝
え
方
一
つ
で
、
憧
れ
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
れ
る
～

28
年
度
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
終
了

28
年
度
最
後
の
研
修
を
開
催

　
全
国
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
推
進
協
議
会
（
推
進
協
、
赤
枝
雄
一
会
長
）
は
28
年

度
最
後
の
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
を
2
月
15
～
17
日
の
3
日
間
に
わ
た
り
、
東
京
都
内

の
羽
田
タ
ー
ト
ル
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、26
名
が
受
講
し
た
。29
年
度
は
、ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー

ダ
ー
研
修
を
10
会
場
、
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
施
設
管
理
者
研
修
を
２
会
場
で
開
催
予
定
。

高
齢
者
に
プ
ラ
ス
と
な
る
環
境
支
援
を

「
高
齢
者
の
生
活
と
そ
の
環
境
」
を
担
当
し

た
鈴
木
氏
は
「
入
居
者
に
と
っ
て
、〝
施
設
〟

と
い
う
新
し
い
生
活
の
場
に
馴
染
む
の
は
容
易

で
な
く
、
自
分
自
身
で
居
室
を
居
心
地
良
く
整

え
る
こ
と
も
難
し
い
。
家
庭
か
ら
施
設
へ
の
環

境
変
化
は
高
齢
者
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
の
影
響

力
を
及
ぼ
す
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の

研
修
で
プ
ラ
ス
の
影
響
力
を
発
揮
で
き
る
環
境

支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
学
び
、
ケ
ア
に
取
り

入
れ
て
生
活
の
質
の
向
上
を
図
っ
て
ほ
し
い
」

と
語
っ
た
。

ま
た
「
入
居
者
に
と
っ
て
居
心
地
の
良
い
居

場
所
の
選
択
肢
が
あ
れ
ば
、
１
日
の
過
ご
し
方

を
入
居
者
自
身
が
選
択
で
き
た
り
、
身
の
回
り

で
で
き
る
こ
と
が
増
え
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の

結
果
、
そ
の
方
が
落
ち
着
い
て
過
ご
せ
る
よ
う

に
な
る
。
職
員
も
そ
の
分
入
居
者
に
向
き
合
う

ケ
ア
に
時
間
が
当
て
ら
れ
る
と
言
っ
た
好
循
環

を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
環
境
支
援
の

効
果
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

第 1 期ユニットリーダー研修
2016 年、介護事業所の倒産率は過去最高を記
録し、人材不足も深刻化しており、厳しい時
代となっております。

今必要なのは、「選ばれる施設」になること。
職員からも、ご家族からも「選ばれる施設」

になるため、当協議会では独自のカリキュラ
ムを追加し、充実した研修をご提供しており
ます。
ぜひ、この機会に「選ばれる施設」について
一緒に考えてみませんか。

前期ユニットケア施設管理者研修

選ばれる施設になるために平成 29 年度
4/1 募集開始！

4/24 募集開始！

お申込は Web（suishinkyo.net）で

秋津氏鈴木氏

福岡会場：5/24( 水 ) ～ 5/26( 金 )・大阪会場：5/31( 水 ) ～ 6/2( 金 )・東京会場：6/7( 水 ) ～ 6/9( 金 )

東京会場：7/5( 水 ) ～ 7/7( 金 )
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【
施
設
と
地
域
の
紹
介
】

「
ニ
ュ
ー
バ
ー
ド
獅
子
ヶ
谷
」

は
平
成
28
年
11
月
1
日
に
本
入
居

80
名
、
短
期
入
所
20
名
の
３
階
建

て
の
特
養
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

施
設
は
「
横
浜
市
農
村
生
活

館
み
そ
の
公
園
」
に
隣
接
し
て
お

り
、
江
戸
時
代
か
ら
の
農
村
生
活

の
原
風
景
を
残
し
て
い
る
貴
重
な

文
化
遺
産
で
あ
る
「
旧
横
溝
家
住

宅
」
を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

施
設
内
に
は
、
小
学
生
の
体

験
学
習
用
の
水
田
や
果
樹
園
が
あ

り
、
自
然
の
中
で
こ
ど
も
た
ち
と

交
流
を
す
る
機
会
が
多
く
持
て
ま

す
。

【
茶
房
あ
す
か
ひ
め
】

玄
関
入
っ
て
す
ぐ
の
正
面
に
あ

る
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
「
茶
房
あ
す
か

ひ
め
」。
コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
、
コ

コ
ア
、
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
等
に
ス

イ
ー
ツ
を
付
け
て
お
出
し
し
ま

す
。
す
わ
り
心
地
の
良
い
、
カ
ウ

ン
タ
ー
席
が
自
慢
で
す
。

夜
に
は
、
居
酒
屋
や
ビ
ア
ガ
ー

デ
ン
に
変
身
し
ま
す
。「
あ
す
か

ひ
め
」
の
名
前
は
、
日
本
の
最
古

の
老
人
ホ
ー
ム「
悲
田
院
」を
作
っ

た
光
明
皇
后
の
お
名
前
か
ら
頂
き

ま
し
た
。
ご
近
所
の
方
も
ふ
ら
り

と
立
ち
寄
ら
れ
、
時
に
は
ホ
ー
ル

の
ソ
フ
ァ
で
水
田
や
花
壇
を
眺
め

な
が
ら
お
茶
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま

す
。

【
施
設
産
の
お
米
で
餅
つ
き
】

近
隣
の
獅
子
ケ
谷
小
学
校
の
児

童
が
地
域
の
方
々
の
協
力
を
得
て

敷
地
内
で
稲
作
を
し
、
ご
利
用
者

と
共
に
収
穫
を
祝
い
ま
し
た
。
開

設
前
か
ら
雑
草
と
り
、
田
植
え
、

草
刈
、
稲
刈
り
、
脱
穀
、
そ
し
て
、

12
月
に
収
穫
祭
の
お
餅
つ
き
。

５
年
生
児
童
、
校
長
先
生
、
担

任
の
先
生
、
P
T
A
の
お
母
さ

ん
た
ち
と
地
域
の
農
業
指
導
員
の

方
、
横
溝
屋
敷
館
長
、
み
ん
な
で

お
い
し
い
お
餅
を
つ
い
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
ご
入
居
者
は
お
餅
を

お
す
そ
分
け
し
て
い
た
だ
き
美
味

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
】

横
浜
市
民
吹
奏
楽
団
を
お
招
き

し
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
し
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
し

て
初
め
て
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
１
階
の
ホ
ー
ル
が
い
っ
ぱ
い

に
な
る
く
ら
い
の
観
客
の
方
、
ご

入
居
者
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
利
用

者
、
そ
し
て
ご
家
族
も
う
っ
と
り

の
ひ
と
時
で
し
た
。

横
浜
市
歌
、
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
、

聖
夜
、
高
校
三
年
生
、
き
よ
し
の

ズ
ン
ド
コ
節
、
上
を
向
い
て
歩
こ

う
、
軍
艦
行
進
曲
、
そ
し
て
ア
ン

コ
ー
ル
の
ふ
る
さ
と
、
上
を
向
い

て
歩
こ
う
…
皆
さ
ん
た
っ
ぷ
り
と

素
敵
な
コ
ン
サ
ー
ト
を
堪
能
し
ま

し
た
。

【
藍
川
流
家
元
の
初
舞
】

当
施
設
に
は
鶴
見
区
を
本
拠
地

に
地
域
で
活
躍
し
て
い
る
藍
川
流

家
元
の
藍あ

い
か
わ
え
ん
し
ょ
う

川
媛
匠
様
が
入
居
し
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
1
月
に
藍

川
流
の
皆
様
を
お
招
き
し
、
家
元

と
一
緒
に
初
舞
を
披
露
さ
れ
ま
し

た
。横

浜
な
ら
で
は
の
美
空
ひ
ば
り

さ
ん
の
『
ひ
ば
り
音
頭
』
か
ら
始

ま
り
、『
鶴
見
音
頭
』
で
締
め
く

く
り
。

後
半
は
、
ご
入
居
者
、
ご
家
族
、

そ
し
て
地
域
の
先
生
フ
ア
ン
の
み

な
さ
ん
と
『
炭
坑
節
』、『
き
よ
し

の
ズ
ン
ド
コ
節
』を
踊
り
ま
し
た
。

【
辻
田
恭
子
施
設
長
か
ら
】

　

私
た
ち
が
大
切

　

に
し
て
い
る
こ

　

と
は
、
入
居
さ

れ
た
一
人
一
人
の
生
活
習
慣
や
好

み
を
尊
重
し
、
今
ま
で
の
暮
ら
し

が
継
続
で
き
る
よ
う
に
ケ
ア
す
る

こ
と
。
緑
あ
ふ
れ
る
閑
静
な
獅

子
ヶ
谷
の
地
で
穏
や
か
に
自
律
し

た
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。 

ご
入
居
者
が
安
心
し
て
生
活

し
、
地
域
の
方
が
気
軽
に
立
ち
寄

れ
る
、『
あ
そ
こ
は
い
い
ね
。
あ

そ
こ
が
あ
る
か
ら
安
心
だ
』
と
言

わ
れ
る
地
域
に
開
か
れ
た
施
設
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。 

辻田施設長

（3）

神奈川県

〒 230-0073 　神奈川県横浜市鶴見区獅子ヶ谷 3 丁目 10-8　TEL：045-576-3055　FAX：045-576-3056
【特養】8 ユニット、8 ０床　【ショート】２０床

～ 自 然 溢 れ る 環 境 で こ ど も た ち と 地 域 と の ふ れ あ い ～

社会福祉法人 近代老人福祉協会
特別養護老人ホーム ニューバード獅子ヶ谷

私たちの施設は海を見おろす高台にあり、居ながらにして眼
下には山の緑を、その先には遠く広がる青い海を臨む眺望が自
慢です。このすばらしい景色を楽しみながら、体力作りやリフ
レッシュができる屋内プールをご紹介します。縦 15ｍ、横 7
ｍの温水プールなので季節を問わずご利用いただけます。窓の
外には広大な橘湾が広がり、四季折々の風景の移り変わりも楽
しみの一つです。プールで運動した後は、お隣の展望浴室でゆっ
くりと汗を流して頂けます。

こんにちは。錦帯橋で有名な山口県岩国市にあるシンシア
ゆうわです。今回は昨年末に地域交流スペースで行ったクリ
スマス会の様子をお伝えします。
シンシアゆうわでは毎年クリスマスが近くなると入居者と
の会話の中で、さりげなく欲しい物を聞きだし、限られた予
算ではありますが聞き出したものを購入し、クリスマスプレ
ゼントとして入居者一人一人の傍に行き、お渡ししています。
毎年ユニット別に行っていた行事なのですが、今回は地域交
流スペースを活用し、大勢でわいわいやろうということにな

社会福祉法人 日春会
橘の丘　（長崎県）
施設長：三宅 基次

社会福祉法人 恒和会 
シンシアゆうわ（山口県）

施設長：中原 浩

作って
楽しい

食べて
美味し

い

ケーキ
作り

体力づ
くりや

リフレ
ッシュ

に

温水プ
ール

私
達
は
日
常
生
活
の
支

援
に
お
い
て
認
知
症
の
高
齢

者
等
の
リ
ス
ク
（
危
険
性
）

に
い
ち
早
く
気
づ
き
対
応
す

る
視
点
を
身
に
着
け
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

リ
ス
ク
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

①
高
齢
者
の
生
活
に
悪
影
響
を
も
た
ら
す
②

組
織
に
と
っ
て
不
利
な
悪
影
響
を
与
え
る
③
特

別
な
何
か
で
は
な
く
、
日
常
生
活
の
中
に
潜
ん

で
い
る
④
発
生
す
る
環
境
・
状
況
・
背
景
に
よ

り
ダ
メ
ー
ジ
は
変
化
す
る
⑤
い
つ
表
面
化
す
る

か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
表
面
化
す
る
と
好
ま

し
く
な
い
状
況
と
な
る
…
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま

す
。リ

ス
ク
を
ど
の
よ
う
に
把
握
す
る
の
か

①
個
々
に
沢
山
の
気
づ
き
を
得
る
②
チ
ー
ム

と
し
て
気
づ
き
を
共
有
す
る
③
入
所
者
等
の
出

来
る
こ
と
・
わ
か
る
こ
と
、
出
来
な
い
こ
と
・

わ
か
ら
な
い
こ
と
な
ど
を
把
握
す
る
④
多
く
の

気
づ
き
や
把
握
し
た
こ
と
を
ケ
ア
に
繋
げ
て
い

く
…
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
プ
ロ
セ
ス

プ
ロ
セ
ス
は
次
の
４
つ
の
過
程
で
捉
え
て
い

く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

①
リ
ス
ク
の
把
握　

ど
の
よ
う
な
事
故
が

（
内
容
）、
い
つ
（
時
間
・
場
所
）、
ど
の
よ
う

な
状
況
の
も
と
で
（
場
面
）、
ど
の
程
度
発
生

し
て
い
る
か
（
頻
度
）
②
リ
ス
ク
の
分
析
・
評

価　
事
故
や
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
原
因
を
一
つ
に

決
め
つ
け
ず
、
憶
測
・
推
測
で
も
良
い
の
で
考

え
ら
れ
る
原
因
を
多
く
洗
い
出
す
こ
と
（
入
居

者
の
リ
ス
ク
、
ス
タ
ッ
フ
の
リ
ス
ク
、
環
境
や

時
間
変
動
の
リ
ス
ク
な
ど
）
③
対
応
方
法
と
実

行　

再
発
防
止
策
と
実
施
（
具
体
的
に
）、
事

故
防
止
策
の
た
め
の
ル
ー
ル
作
り
、
業
務
改
善
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
等
へ
の
反

映
な
ど
④
対
応
の
再
評
価　
同
じ
事
故
が
起
き

な
い
よ
う
次
の
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
、
対

応
方
法
を
実
行
し
た
結
果
が
評
価
に
繋
が
っ
て

い
る
か
の
確
認
…
と
な
り
ま
す
。

組
織
的
に
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
継
続
的

に
行
う
必
要
性
を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。（

し
ょ
う
じ
ゅ
の
里
鶴
見
施
設
長  

秋
津
克
巳
）

生
活
の
質
の
保
障
と

　  

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

縦 15 ｍ×横 7m の
温水プール

展望浴室でゆっくり
慎重な面持ちで飾りつけ

仕上がりに満足

施設内で育てた
お米でお餅つき

お供え餅も
手作りです

藍川流の皆様
写真中央が家元の藍川媛匠さん

茶房あすかひめ

施設全景

右）田んぼに毎日遊びに来るカワセミ
中）体験学習にやってきた小学生
左）田植えの農業体験をする小学生

吹奏楽団の方が
３０名も来てくださいました

ケーキを前に満面の笑み

水中歩行訓練の様子

このプールでは理学療法士の指導の下、水中歩行訓練を行っています。20分ほどのメ
ニューですが、皆さん熱心に取り組んでおられ、たくさんの利用者様から『腰や膝の痛み
もなく運動できる』『気持ちが晴れ晴れとする』とご好評を頂いています。学生時代に戻っ
たように賑やかに、水着に着替えてプールに入っていかれる皆さんの笑顔はきらきらと輝
いて、心なしか、若返られたようにも見えます。
私たちも皆さんと一緒にプールで運動しながら『チャレンジする楽しさは人生を輝かせ
る』のだと、日々学ばせて頂いています。これからも皆様が健康で楽しく、活き活きと暮
らしていかれるようにお手伝いさせて頂きたいと思います。（担当：施設長・三宅基次）

り、企画しました。
　ケーキ作りでは最初はやり方が分からずに見ているだけだった入居者も、横でしっか
り説明をすると作業の内容が理解でき、スポンジにクリームを塗ったり、フルーツを乗せ
たり、楽しそうな表情でされていました。見る喜び・作る楽しさ・食べる楽しみなど、こ
の会を開くことで入居者のいろいろな感情が引き出せたのではないかと思います。
（担当：施設長・中原浩）

腰や膝の痛みもなく
楽しく運動気持ちも晴れ晴れ
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介
護
に
関
係
す
る
政
府
機
関
や
民
間
団
体
の
動

き
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
厚
労
省
や
各
団

体
の
Ｈ
Ｐ
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
Ｅ
Ｐ
Ａ
候
補
者
の
滞
在
期
間
延
長

(

２
月
3
日
）

外
務
省
は
資
格
試
験
で
不
合
格
と
な
っ
た
Ｅ
Ｐ

Ａ
看
護
師
・
介
護
士
候
補
者
に
つ
い
て
、
一
定
条
件

を
満
た
せ
ば
、
滞
在
期
間
（
介
護
士
候
補
者
・
最

長
４
年
間
）
を
1
年
延
長
す
る
こ
と
を
公
表
し
た
。

■
留
意
事
項
の
Ｑ
＆
Ａ
を
改
訂　

（
２
月
６
日
）

　
　
改
正
社
福
法
の
施
行
で
厚
労
省

厚
労
省
は
「
社
会
福
祉
法
改
正
の
施
行
に
向
け

た
留
意
事
項
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
」
を
改
訂
し
、
都
道

府
県
な
ど
に
通
知
し
た
。
評
議
員
選
任
・
解
任
委

員
会
、
評
議
員
会
、
評
議
員
、
役
員
、
会
計
監
査
人
、

報
酬
な
ど
に
47
事
項
。
ま
た
都
道
府
県
別
の
準
備

進
捗
等
調
査
（
１
月
20
日
現
在
、定
款
変
更
手
続
き
）

に
よ
る
と
、
未
申
請
の
法
人
は
全
体
の
40
・
３
％
。

■
介
護
福
祉
士
の
医
療
ケ
ア
調
査
へ

（
２
月
７
日
）

社
会
保
障
審
議
会
福
祉
部
会
の
第
９
回
福
祉
人

材
確
保
専
門
委
員
会
が
開
か
れ
、
厚
労
省
は
介
護

福
祉
士
の
医
療
的
ケ
ア
に
つ
い
て
実
態
調
査
す
る

考
え
を
示
し
た
。
政
府
内
に
介
護
福
祉
士
の
医
療

的
ケ
ア
の
拡
大
を
求
め
る
意
見
が
あ
る
一
方
、「
拙

速
だ
」
と
の
反
対
意
見
が
出
て
い
る
。

■
２
０
２
０
年
代
初
頭
に
全
面
展
開

（
２
月
７
日
）

　
　「
地
域
共
生
社
会
」
の
改
革
工
程

厚
労
省
の
「
我
が
事
・
丸
ご
と
」
地
域
共
生
社

会
実
現
本
部
（
本
部
長
・
塩
崎
厚
労
相
）
は
社
会

保
障
制
度
の
縦
割
り
な
ど
を
解
消
す
る
「
地
域
共

生
社
会
」
の
実
現
に
向
け
て
当
面
の
改
革
工
程
を

ま
と
め
た
。
２
０
１
８
年
の
診
療
・
介
護
報
酬
改

定
。
以
降
さ
ら
な
る
制
度
見
直
し
で
２
０
２
０
年

代
初
頭
に
全
面
展
開
す
る
。

■
介
護
保
険
法
改
正
案
等
を
提
出

（
２
月
７
日
）

　
　
３
割
負
担
、
総
報
酬
制
な
ど
が
柱

政
府
は
介
護
保
険
制
度
の
一
部
改
正
案
を
柱
と

す
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
強
化
の
た
め

の
介
護
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」

を
閣
議
決
定
し
、
同
日
、
国
会
に
提
案
し
た
。【
目

的
】
自
立
支
援
と
重
度
化
防
止
、
地
域
共
生
社
会

の
実
現
、介
護
保
険
制
度
の
持
続
可
能
性
の
確
保
、

サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
人
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
。

【
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
・
推
進
】

▽
保
険
者
機
能
の
強
化
（
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
目

標
を
記
載
し
た
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
、
財

政
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
付
与
）
▽
医
療
・
介
護

の
連
携
推
進
（
新
た
な
介
護
保
険
施
設
の
創
設
）

▽
地
域
共
生
の
実
現
（
分
野
共
通
の
地
域
福
祉
計

画
策
定
を
努
力
義
務
化
、
介
護
保
険
と
障
害
者
総

合
支
援
法
に「
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
」を
位
置
付
け
）。

【
介
護
保
険
制
度
の
持
続
可
能
性
の
確
保
】
▽

２
割
負
担
者
の
う
ち
現
役
並
み
所
得
者
は
３
割
負

担
と
す
る
▽
介
護
納
付
金
を
「
総
報
酬
制
」
に
移

行
す
る
。

【
関
連
法
の
改
正
】
▽
健
康
保
険
法
▽
介
護
保

険
法
施
行
法
▽
児
童
福
祉
法
▽
医
療
法
▽
社
会
福

祉
法
▽
老
人
福
祉
法
▽
高
齢
者
医
療
確
保
法
▽
障

害
者
総
合
支
援
法
─
な
ど
を
一
部
改
正
。

【
施
行
期
日
】
原
則
、
平
成
30
年
４
月
１
日
。

【
検
討
規
定
な
ど
】
▽
公
布
後
３
年
を
め
ど
に

検
討
し
、必
要
に
応
じ
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
。

■
豊
島
区
が
「
混
合
介
護
」
モ
デ
ル

（
２
月
８
日
）

東
京
都
豊
島
区
は
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
と
保
険

外
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
る
「
混
合
介
護
」
の

モ
デ
ル
事
業
を
30
年
度
か
ら
開
始
す
る
方
針
を
決

め
た
。「
国
家
戦
略
特
区
」
の
ス
キ
ー
ム
を
使
う
。

具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
は
今
後
検
討
す
る
。

■
共
通
課
程
２
０
２
１
年
度
導
入
へ

（
２
月
７
日
）

厚
労
省
は
、
看
護
師
や
介
護
福
祉
士
、
社
会
福

祉
士
、
保
育
士
な
ど
複
数
の
資
格
を
取
り
や
す
く

す
る
た
め
「
共
通
基
礎
課
程
」
を
２
０
２
１
年
度

に
導
入
す
る
方
針
を
決
め
た
。専
門
職
養
成
の「
縦

割
り
」
を
や
め
、
専
門
職
を
増
や
す
こ
と
に
よ
っ

て
「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
を
目
指
す
。

■
避
難
計
画
作
成
を
義
務
付
け　

（
２
月
10
日
）

政
府
は
介
護
施
設
な
ど
に
緊
急
災
害
に
備
え
て

避
難
計
画
の
作
成
や
訓
練
の
実
施
な
ど
を
義
務
付

け
る
水
防
法
等
改
正
案
を
閣
議
決
定
し
た
。
昨
年
８

月
に
発
生
し
た
岩
手
県
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
豪
雨

災
害（
９
人
死
亡
）を
教
訓
に
し
た
。
２
０
２
１（
平

成
33
）
年
ま
で
の
完
全
実
施
を
目
指
す
。

■
夜
勤　

９
割
が
２
交
代
制　
　

（
２
月
10
日
）

日
本
医
療
労
働
組
合
連
合
会
の
「
介
護
施
設
の

夜
勤
に
関
す
る
調
査
結
果
」（
昨
年
６
～
11
月
時

点
）
に
よ
る
と
、
2
交
代
制
を
と
っ
て
い
る
施
設

が
全
体
の
88
・
6
%
を
占
め
、
そ
の
う
ち
68
・

4
％
で
勤
務
時
間
が
16
時
間
を
超
え
る
シ
フ
ト
に

な
っ
て
い
た
。

■
社
会
福
祉
充
実
計
画
Ｑ
＆
Ａ
通
知

（
２
月
13
日
）

　
　
社
福
法
改
正
本
格
施
行
で
　
厚
労
省

厚
労
省
は
都
道
府
県
な
ど
に
「
社
会
福
祉
充
実

計
画
の
承
認
等
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ（
Ｖ
ｏ
ｌ
・
１
）」

を
通
知
し
た
。【
社
会
福
祉
充
実
残
額
の
算
定
】【
社

会
福
祉
充
実
計
画
】【
地
域
協
議
会
】
に
関
す
る

51
の
設
問
と
回
答
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

■
医
療
介
護
の
給
与
０
・
５
％
Ｕ
Ｐ

（
２
月
16
日
）

厚
労
省
の
「
毎
月
勤
労
統
計
調
査
2
0
1
6

（
平
成
28
）
年
度
結
果
速
報
」（
年
報
）
に
よ
る
と
、

医
療
・
介
護
業
の
平
均
現
金
給
与
総
額
（
月
額
）

は
29
万
４
６
４
０
円
で
前
年
度
比
０
・
５
％
増
え

た
。
産
業
全
体
は
31
万
５
３
７
２
円
。（
注
）
医

療
と
介
護
は
分
離
さ
れ
て
い
な
い
。

■
外
国
人
介
護
士
に
在
留
特
例　

（
２
月
17
日
）

法
務
省
は
、
今
年
３
月
末
、
養
成
学
校
を
卒
業

す
る
外
国
人
介
護
福
祉
士
候
補
生
が
４
月
以
降
も

国
内
で
就
労
で
き
る
よ
う
「
特
定
活
動
」
と
し
て

在
留
資
格
を
認
め
る
特
例
措
置
を
実
施
す
る
。
昨

年
11
月
公
布
さ
れ
た
入
管
法
改
正
に
伴
う
措
置
。

■
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
活
用
研
究
を
説
明

（
２
月
20
日
）

　
　
未
来
投
資
会
議
会
合
で
厚
労
省

政
府
の
未
来
投
資
会
議
・
構
造
改
革
徹
底
推
進

会
合
の
「
医
療
・
介
護
─
生
活
者
の
暮
ら
し
を
豊

か
に
」
の
会
合
が
開
か
れ
、
厚
労
省
は
自
立
支
援

に
向
け
た
デ
ー
タ
活
用
や
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
付

け
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
効
果
検
証
（
見
守
り
、
排
泄
、

移
乗
な
ど
５
分
野
）
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

■
介
護
職
は
21
・
５
万
円（
２
月
22
日
）

厚
労
省
の
「
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
の
賃
金

構
造
基
本
計
画
調
査
」
に
よ
る
と
、
施
設
介
護
職

員
の
平
均
月
給
（
賞
与
除
く
、
非
正
規
含
む
）
は

21
万
５
２
０
０
円
で
４
８
０
０
円
増
え
た
。
全
産

業
平
均
よ
り
８
万
8
8
0
0
円
低
い
。

■
第
７
期
計
画
の
基
本
指
針
を
了
承

（
２
月
27
日
）

　
地
域
包
括
ケ
ア
継
続
　
介
護
保
険
部
会

第
71
回
介
護
保
険
部
会
が
開
か
れ
、
厚
労
省
が

示
し
た
第
7
期
介
護
事
業
計
画
（
30
年
度
～
32
年

度
）
の
基
本
方
針
案
を
了
承
し
た
。
こ
の
方
針
を

基
に
市
町
村
が
第
7
期
の
介
護
保
険
事
業
計
画
、

都
道
府
県
が
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
を
そ
れ
ぞ

れ
策
定
す
る
。
自
立
支
援
に
目
標
の
評
価
・
公
表

な
ど
が
新
た
に
盛
り
込
ま
れ
た
。

（４）

ズ
バ
リ
回
答
！ 

　

人
事
・
労
務
の
お
悩
み

◎
内
定
後
の
「
妊
娠
」

　
　
　

内
定
取
り
消
し
は
で
き
る
？

【
今
月
の
相
談
内
容
】

内
定
を
出
し
た
介
護
職
員
か
ら
「
妊
娠
し
た
」

と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

面
談
時
に
は
、
独
身

で
あ
っ
た
た
め
、
妊
娠
の
可
能
性
は
全
く
考
え

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
内
定
取
り
消
し
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
か
？

【
回
答
】

内
定
段
階
で
は
、
未
だ
男
女
雇
用
機
会
均
等

法
の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
妊
娠
し
た
こ
と

の
み
を
理
由
に
内
定
を
取
り
消
す
こ
と
は
、
客

観
的
合
理
性
、
社
会
的
相
当
性
を
欠
き
、
無
効

と
な
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
ず
、
内
定
者
と
話
し
合
い
の
場
を
も
ち
、

出
産
予
定
日
、
就
業
制
限
の
可
能
性
、
出
産
後

の
育
児
休
暇
、
採
用
の
困
難
性
等
を
踏
ま
え
、

意
思
表
示
を
さ
れ
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

く
れ
ぐ
れ
も
一
方
的
に
文
書
で
「
内
定
取
り

消
し
通
知
」
を
送
り
つ
け
る
こ
と
は
避
け
た
方

が
良
い
と
考
え
ま
す
。
面
談
の
上
、
内
定
取
り

消
し
通
知
を
渡
し
、
内
定
取
り
消
し
に
か
か
る

合
意
文
を
盛
り
込
み
、
内
定
取
り
消
し
合
意
書

と
し
、
署
名
捺
印
を
貰
っ
て
お
く
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。 

労
働
基
準
法
等
に
お
い
て
は
、
現
に
勤
務

す
る
職
員
が
対
象
と
な
る
場
合
が
多
い
の
で
す

が
、
採
用
後
に
採
用
前
の
問
題
で
解
雇
等
の
個

別
労
働
紛
争
と
な
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。採

用
前
に
、
就
業
規
則
の
説
明
、
職
務
内

容
、
給
与
試
算
等
を
渡
し
、
十
分
な
説
明
を
し
、

理
解
し
て
も
ら
っ
た
上
で
、

就
職
試
験
な
ど
に
応
募
し

て
も
ら
う
こ
と
が
、
今
後

必
要
と
な
っ
て
く
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

 （
監
事
・
社
会
保
険
労
務
士  

栗
田
淳
二
） 

2
月
１
日
～
2
月
28
日

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
研
修
を

【
用
語
解
説
】

国
家
戦
略
特
区

地
域
共
生
社
会

い
わ
ゆ
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
「
第

三
の
矢
」
と
位
置
付
け
ら
れ
る
成
長
戦

略
の
柱
の
一
つ
。「
国
家
戦
略
特
区
法

案
」に
定
め
ら
れ
て
い
る
。企
業
に
と
っ

て
「
不
便
」
な
規
制
を
緩
め
、
儲
け
や

す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
狙
い
。
こ

れ
ま
で
に
、
雇
用
や
医
療
、
農
業
、
教

育
な
ど
の
分
野
で
定
め
ら
れ
て
い
た

が
、「
混
合
介
護
」
の
モ
デ
ル
事
業
で

も
「
国
家
戦
略
特
区
」
の
ス
キ
ー
ム
が

使
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

2
0
2
5
年
問
題
な
ど
高
齢
社
会

を
乗
り
切
る
た
め
に
、
厚
労
省
が
打
ち

出
し
た
新
し
い
地
域
福
祉
の
概
念
で
、

地
域
住
民
が
助
け
合
っ
て
暮
ら
す
事
が

出
来
る
社
会
の
こ
と
。
対
象
者
ご
と
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を「
縦
割
り
」か
ら「
丸

ご
と
」へ
と
転
換
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

一
例
と
し
て
、
福
祉
関
係
の
専
門
職
の

資
格
を
取
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、「
共

通
基
礎
課
程
」
を
２
０
２
１
年
度
か
ら

導
入
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

介
護
と
他
職
種
の

　
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

先
日
、
推
進
協
千
葉
支
部
主

催
で
『
介
護
と
リ
ハ
ビ
リ
の
コ

ラ
ボ
』
と
い
う
趣
旨
で
、「
目
か

ら
ウ
ロ
コ
の
〝
生
活
リ
ハ
ビ
リ
〟

促
進
セ
ミ
ナ
ー
」
と
題
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
近
〝
生
活
リ
ハ

ビ
リ
〟
と
い
う
言
葉
は
定
着
し
た
も
の
の
、
そ

の
本
質
を
理
解
し
、
理
想
的
な
ケ
ア
体
制
を
確

立
し
て
い
る
施
設
は
実
は
少
な
い
と
い
う
気
が

し
ま
す
。
入
居
者
様
の
個
別
ケ
ア
を
推
進
し
て

い
く
と
い
う
考
え
方
の
下
、〝
生
活
リ
ハ
ビ
リ
〟

を
ケ
ア
メ
ソ
ッ
ド
と
し
て
推
進
す
る
こ
と
は
重

要
で
あ
り
、
2
0
2
5
年
問
題
を
抱
え
る
こ
れ

か
ら
の
介
護
時
代
を
乗
り
越
え
る
大
切
な
キ
ー

ワ
ー
ド
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
こ
の
よ
う
な
社
会
問

題
を
リ
ハ
ビ
リ
と
介
護
の
両
面
か
ら
解
決
し
て

多
職
種
連
携
で
暮
ら
し
の
継
続
を

い
く
と
い
う
こ
と
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
、
明
日

か
ら
の
ケ
ア
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
は
、
や
は

り
介
護
と
他
職
種
の
連
携
が
い
か
に
大
切
で
あ

る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
人
の
入
居
者
様
に

対
し
て
、
そ
の
方
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
大

切
に
し
た
支
援
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
本
来

の
個
別
ケ
ア
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
施
設
内

の
よ
り
多
く
の
職
種
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
ト
（
利
的

協
力
）
す
る
こ
と
が
鍵
と
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
れ
が
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
で
は
取
り
入
れ
や

す
い
環
境
に
あ
り
、
こ
の
メ
ソ
ッ
ド
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
が
、
入
居
者
様
の
心
地
よ
い
暮
ら

し
の
継
続
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

皆
様
の
施
設
で
は
ス
タ
ッ
フ
の
連
携
に
つ
い

て
様
々
な
取
組
み
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

〝
他0

職
種
連
携
〟
が
〝
多0

職
種
連
携
〟
に
な
る

よ
う
更
な
る
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
繋
げ
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

　
（
社
会
福
祉
法
人　

兼
愛
会

　
　

統
括
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
担
当　

鳥
澤
清
人
）  

会場：長良川国際会議場・岐阜都ホテル
〒 502-0817 岐阜市長良福光 2695-2 

大会長：安江紀子
事務局：社会福祉法人幸紀会特別養護老人ホーム燦燦内
TEL：058-254-1533　　FAX：058-254-1534
MAIL：2017gifu.zenkoku-taikai@koukikai.gr.Jp
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